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第二外国語では文法学習はどこまで必要か  
ー「気づき」と「自律」と「協調」を重視した授業実践に向けてー



はじめに：Brain Storming

私たちは、何を目的として大学で外国語を教え
ているのだろう？ 
大学としての目的 
学群としての目的 
専攻としての目的 
各言語種ごとの目的 
それぞれの授業の目的



桜美林の建学の精神 
キリスト教主義に基づくこと。そして語学を身につけた国際人を育成すること。

日本国民は、世界にかつてない非攻非戦主義のパシフィックな憲法を持っ
ているが、果たしてパシフィスト精神を持っているであろうか。 

そこに、日本の存亡の問題が存している。日本国民が、軍備を用いずに
祖国を護ろうと思うならば、少なくとも周囲の各国民の感情を害しては
ならぬ。常に、周囲の各国民との間に、意思の疎通を図るべく努めねば
ならぬ。 

では誰が、周囲の国民に、本国民程に beloved nation “愛好すべき国
民”はないと、思わせ得るであろうか。それは、語学の達人である。
よって本学は、我が国の周囲の国々の言語を教えんと欲するのである。 

更に、語学だけでは足りない。己を愛する如く隣人をも愛せよ、と教え
るキリスト教を、みっちり教えるべきである。 
（http://www.obirin.ac.jp/jf_oberlin_education/motto/index.html）



授業の位置づけ

大学のミッション（建学精神） 
!
大学の学位授与の方針  
⇒学部の学位授与の方針 

⇒大学・学部のカリキュラム（学士課程教育全体） 
⇒カリキュラムにおける外国語科目の 

!
このような観点を踏まえて授業は設置されている（はず） 
⇒ これらを踏まえてシラバスが書かれている（はず） 
!

（松岡幸司：2014年1月25日ドイツ語教員養成・研修講座「現行カリキュラム分析」より）



教育をめぐる世界の動き
!5

OECDの「キーコンピテンシー」 

PISA 
ACT21sの「21世紀型スキル」



OECD のキー・コンピテンシー

1. 社会・文化的、技術的ツールを相互作用的に活
用する能力（個人と社会との相互関係）  

2. 多様な社会グループにおける人間関係形成能力
（自己と他者との相互関係）  

3. 自律的に行動する能力（個人の自律性と主体
性） 



OECD のキー・コンピテンシー

この3つのキー・コンピテンシーの枠組みの中心にあ
るのは、個人が深く考え、行動することの必要性。 

深く考えることには、目前の状況に対して特定の定式
や方法を反復継続的に当てはまることができる力だけ
ではなく、変化に対応する力、経験から学ぶ力、批判
的な立場で考え、行動する力が含まれる。 
テクノロジーが急速かつ継続的に変化しており、これ
を使いこなすためには、一回習得すれば終わりという
ものではなく、変化への適応力が必要に。



OECD のキー・コンピテンシー

社会は個人間の相互依存を深めつつ、より複雑化・個
別化していることから、自らとは異なる文化等をもっ
た他者との接触が増大。 

グローバリズムは新しい形の相互依存を創出。人間の
行動は、個人の属する地域や国をはるかに超える、例
えば経済競争や環境問題に左右される。 
!

（中央教育審議会 初等中等教育分科会 教育課程部会 
教育課程企画特別部会（第15回）配付資料）



21世紀型スキル

「21世紀型スキル」とは、世界の教育関係者らが立ち上げた国際団体
「ATC21s」（The Assessment and Teaching of 21st-Century 
Skills＝21世紀型スキル効果測定プロジェクト）が提唱する概念で、こ
れからのグローバル社会を生き抜くために求められる一般的な能力を指
します。批判的思考力、問題解決能力、コミュニケーション能力、コラ
ボレーション能力、情報リテラシーなど、次代を担う人材が身に付ける
べきスキルを規定したもので、各国政府も知識重視の伝統的な教育から
21世紀型スキルを養い伸ばす教育への転換に取り組み始めています。 

!
（「コトバンク」より 　http://kotobank.jp/word/21世紀型スキル）



知識基盤社会における教育機関の役割

現代社会＝知識基盤社会 
知は毎日更新される 
知的カノンの不在 
問題を発見して、自らの力で解決できる力の養成 
生涯にわたって学習できる力の養成 
学習者同士が協調・協働して学ぶ力の養成 
学校などの教育機関の使命は協調的・自律的学習
者の養成



私の考える言語教育の目的

言語教育の使命は協調的・自律的言語学習者の養成 
「外国語」＝（異）言語教育により、「異」なるも
のと触れ、それを尊重することを学ぶ 
社会的エージェントして、他者と協調・協働し、言
語を通して問題を解決する力をつける 
!
⇒日本で行われている「文法を仕上げる」タイプの
授業は、学校教育の目的と合致しないのではないか？



あなたはどちらを取りますか？

貧しい人に魚を与えますか？ 

貧しい人に魚の捕り方を教えますか？



文法とは何か？

皆さんにとって「文法」とは何ですか？ 

何のために「文法は」必要ですか？ 

!
言語学的 / 教育的 / 心理言語学的　文法 
教育（学校）文法　vs. 学習者文法 
文法知識　vs. 文法能力 
学校で教えられている文法は、言語学的文法のみ
ならず、可能な教育文法の一部分に過ぎない。



日本のドイツ語教育における文法教育

「現在の日本のドイツ語教育を省みるとき、文法知識
を一括して、学習者の頭に中に移行させる作業に甘ん
じている傾向があることも否定できない。知識
（Wissen）が運用能力（Können）へと質的に転換
することの重要性を十分認識すること、学習者自身の
言語観や学習観、学習ストラテジーなどを把握するこ
と、学習者同士の学びを観察し、教師自身の自己評価
のあり方についても検討を重ねることなど多くの課題
が指摘された。」  
林明子（2008, 77-78）



（初歩の）言語学習＝文法学習？

学校文法の学習＝（初歩の）外国語学習のすべ
て？ 
学校文法の学習＝外国語学習の基礎？ 
!

言語学習の基礎＝文法、語彙、音声



「○○語は難しい！」

親が「やるな」というドイツ語！ 

つまらない文法の授業 
使用場面も、コンテクストもなく、それがどのように
使われるか（いかなる言語機能を持つか）も分からず、
自分にとっての重要性も感じられない「文法知」 
Wissen = knowledge （知）がいつまで経っても 
Können = can-do （能力）に転化しない指導（無指
導）



学校文法にしがみつく授業

教科書を易しくする努力　→授業時間の減少とともに
薄っぺらになっていく教科書　→より分かりにくく 
悪循環 
さて、文法の次は訳読？ なんのために？ 
読む力はどうやってつける？どうやって確認する？ 
そこで行われている文法訳読法による授業は他の方法
との比較の上で選択されたものなのか？ 
文法訳読による授業しかできないとしたら、それは教
師？



単純文法訳読派の誤解

「（　　　　）で教えている人で、授業の一部として訳読を利用してい
る人はかなりの数にのぼると考えられる。そして、（中略）リーディ
ングの授業で、文法訳読しかしない（　　　）教師もまだまだ少な
くない。その中にもいろいろ試した結果として、文法訳読が自分の
教えている生徒に最も適した方法だと判断を下して、この方法のみ
を使っている場合は、取り敢えずそれでよいのではないだろうかと私
は考える。しかし、問題は（中略）私が「単純文法訳読派」と呼ぼ
うとしている人々である。この人たちは他の方法を知らず、多分、自
分たちが（　　）生だったときに習った方法ということを唯一の理
由として、もっぱら文法訳読で通している人達のことである。」  
金谷憲（2002, 119）発表者改変



知の構成

知は経験（言語活動）を通して、与えられた刺激が内在
する既知の情報（知識）と結びつくことによって、新た
に構成される。 
同じ刺激によっても、構成される知は個々に異なる。 
他者とのやりとりによって、知はより良く構成される。 
言語学習には学習者に意味のある言語活動が必須。（欧
州評議会の「行動中心主義」） 
実際に使用される場が必要。（オーセンティックな言語
使用）



CEFR の行動中心主義

言語使用者・学習者は社会的に行動する者、社会
的存在であり、何らかの課題を遂行・完成するこ
とを求められる社会の成員である。 
人はさまざまな条件の下で言語活動に携わり、テ
クストを産出・受容する言語処理を行う。 
テクストは特定の生活領域のテーマと関連する。 
課題の成就を目指し、方略を用いる。



文法観の転換が必要

文法を、記述され整理された外的産物としてではな
く、学習者の中に育つ、言語活動を支える力と考え
る。 
学習者が文法を獲得していく能力をいかに養成する
かが課題。 
学習の中で、学習ストラテジーや学習スキルだけで
なく、学習と言語に対する「気づき」を養成する。 
文法学習　vs. 文法獲得



例えば：ドイツ語文法の「謎」

なんで語尾が違うの？考えてご覧！ 
¤ -e, -er / -em, -en 

¤音声教育と文法教育の結合 
格をどのように提示するか？ 
¤具体的場面と文が与えられ、意味のある言語活動が行わ
れるとすれば　→　Nominativ > Akkusativ > Dativ > 
Genitiv 

なんで「性」があるの？考えてご覧！ 
¤文法性はどうやって決まるの？



ディクテーションの重要性

知らないテクストを読み上げて書かせる 
¤ -e / -er の混同は最も頻度の高い間違い 
¤意識を語尾に向ける 
¤どうしてその語尾になるかを考える 
!

言語は音であると言うことを意識させる



学習者の問題発見

学生A:　新しい単語がたくさん出てきて大変そうです。また男性名詞・
中性名詞・女性名詞の区別が面倒そうですね。「～zimmerは全て男性
名詞」みたいに単純化してくれないのかなあ。歴史的な経緯で分けられ
ているんでしょうけどついついそう思いました。 
教員：　いいところに気づきましたね。das Wohnzimmer, das 
Schlafzimmer, das Arbeitszimmer, das Kinderzimmer, das 
Badezimmer などから何かが見えてきませんか？



プロセス

学生Aは、その日に学習したことを「振り返り」、ドイツ語の複
合名詞の性には何らかの規則性があるのではないかと「気づい
た」。 
それをフォーラムでクラスメートに公開した（「協調学習」）。 
筆者の反応は、例を示すことで帰納的な「規則の発見」を誘導す
ることであった。 
次の授業時間に筆者が複合語の性の決定法を説明するための導入
となった。 
フォーラム上では明示的な学習者間の協調作業はなかったが、ク
ラスでのフォローアップを含めて、全体としてみた時には協調学
習が成功したと言えるのではないか。 



文法規則を発見する

Data-driven Learning（データから規則を帰納
する） 
Corpus Linguistics の教育への応用 
Collocation などを自分で探す 
Concordancer を使う力を付ける



Textanaの例



Google の例　1）



Googleの例　2）



自分たちで文法を書いてみる

学校文法教科書を使っていない場合、自分たち
で文法をまとめる作業を行ってみる。 
グループで話し合いながら、自分の知っている
英文法を土台に書いてみる。 
Wiki, Forum など ICT を活用する。 
発表者の授業（2003年度）での活動紹介。





文法力の定着

気づきを育て、学ぶ力を付けるのが言語教育の
核心。 
読むこと、聞くこと、書くこと、話すことに
よって気づき、確認し、知を定着させ、内的な
力とする。



○○語教育は○○語に留まるのか？

「英語の後のドイツ語」„Deutsch nach 
Englisch“ということがドイツで言われている。

既存の言語知識を学習能力を活用する。 
特定の「○○語学習」から普遍性を持った「言
語学習」へ。 
言語に対する普遍的気づき能力の開発。 
普遍的言語学習能力の開発。



!

!

魚の捕り方を身につけられるよう
な授業をしたいですね。



留保

言語構造に関心がある学習者が学校文法を一気
に学ぶことは何ら問題ない。「どんな言葉だろ
う」という知的欲求に応えることになる。 
学び方は動機によって異なる。 
しかし、言語構造に関心のない学習者に、「い
つ使えるようになるか分からないが、その時の
ために今は我慢して勉強しなさい」という「知
識先行型」は否定されるべき。
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Danke schön!

ご質問や資料請求はこちらに。 
E-Mail: skazumi@a8.keio.jp 
Web: http://www.skazumi.com


